
第２・３回サポートクラブのお知らせ 

〇〇の秋がやってきます！ 

 今年の夏休みは酷暑となり、学校がスタートしてもまだまだ暑い日々が続いていること

と思います。暑さが和らいでくる秋は、いろんなことにチャレンジしやすい時期ですね。

芸術の秋・スポーツの秋・読書の秋・・・皆様の秋は、どんな秋になりそうでしょうか？ 

今年度第２号となる目の相談室のびのびでは、教育相談や支援について、体験教室に関

する情報をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期は、芸術祭や運動会などの行事が盛んになりますね。体育館や校庭などの広い

空間で、見えにくさから活動や移動に戸惑っている児童・生徒がいるかと思われます。 

 例えば、体育館では光の入り方をカーテンの開け閉めによって調整する、目印となる位

置を最初に伝えておくなど、ちょっとした工夫をすることで、活動しやすくなる場合があ

ります。見え方は、個人によって様々です。本人と相談しながら、より活動しやすい工夫

ができるといいですね。 

福島県立視覚支援学校  

目の相談室 のびのび 

県北地区 １１月１３日（火） 福島市保健福祉センター 

県中県南地区 １１月 １日（木） 須賀川市教育研修センター 

会津南会津地区 ９月 ６日（木） 

１２月 ６日（木） 

会津若松合同庁舎 

いわき地区 １０月１１日（木） いわき市総合教育センター 

相双地区 ９月２０日（木） 

１月１５日（火） 

鹿島保健センター 

福島県立視覚支援学校 

教育相談支援室 

H３０.８.２７  No.２ 

「のびのび教室サポートクラブ」とは、本校の担当者が各地域に出向いて行う「サテライト

教室的相談会」です。お子さんへの発達を促す遊びの支援や相談、学習等の直接指導を行って

います。また、保護者・先生方の相談・支援も行います。 

◆相談内容の例 

 ・視機能評価（視力、目の使い方・動かし方） 

 ・単眼鏡等補助具の選定に関すること、使い方の指導等 

・拡大教科書の選定に関すること、点字の指導、歩行指導 

・あそびや学習、日常生活に関すること、進学や就労に関すること等 

のびのび教室サポートクラブについて 

※いずれも１４：００～１５：３０の実施です。参加には申し込みが必要です。

申し込み方法等、詳細は本校のホームページをご覧になるか、直接担当まで

お問い合わせください。 

 広い空間での活動は大変？ コラム 

http://2.bp.blogspot.com/-jDfhQI3Jey8/UgSL5Gu_tDI/AAAAAAAAW24/W0gMOPJWapY/s800/flower_clover.png
http://2.bp.blogspot.com/-jDfhQI3Jey8/UgSL5Gu_tDI/AAAAAAAAW24/W0gMOPJWapY/s800/flower_clover.png


  

 

 

 

今回は、視覚障がい者スポーツのなかで、一部の球技を紹介いたします。視覚障がい者

同士、または視覚障がい者と晴眼者が一緒に楽しめるスポーツです。 

〇 フロアバレーボール 

６人制バレーボールと基本的には同じルールです。大きな違いはボ

ールが宙を舞うことはなく、その名の通りフロア（床）上でボールを

打ち合ってゲームを進める点です。ボールがぎりぎり通るくらいの位

置にネットを張り、ボールはそのネットの下を通します。ネット前の

前衛３人はアイマスクを着用し、見て判断できる後衛の３人が、前衛に言葉で指示を出し

ます。前衛はネットぎりぎりに３人連なって位置し、後衛の指示に従って左右に動いてブ

ロックやアタックをします。前衛選手のみ、アタックをするときには片手でボールを押さ

え、もう一方の手で鋭く打つことができます。 

本校球技部は、昨年度と今年度で東北大会にて優勝し、全国大会に出場しました！ 

＜参加した生徒の声＞ 

・ 前衛は、強いボールを体で止めるのがちょっと怖いけど、みんなで協力してとめら 

れると、うれしい。 

・ 中学部から高等部までの人と仲間になれて、楽しく部活動ができている。 

・ 後衛は、試合の流れを読んで、作戦を考えて指示を出しつつ自分も動く。レシーブ 

やサーブが成功して得点が入ると、とても気持ちいい。 

 

そのほか、パラリンピック正式競技の「ゴールボール」（３人制）や「視

覚障がい者５人制サッカー」なども盛んに行われております。どの競

技も、声や音が手がかりとなるスポーツのため、静かに観戦するの

がマナーです。競技によっては、得点が入ったときに声援を送った

り、拍手で選手を称えたりして、楽しむことができます。 

 

 

＊ 視覚支援学校では、全盲・弱視の疑似体験をはじめとした啓発授業、また、 

各種スポーツ体験教室も実施可能です。ご希望の場合は、ぜひご相談下さい。 

 

 

福島県立視覚支援学校 

※電話・メールでお気軽にご相談ください。（秘密は厳守いたします。） 

 相談は無料です。 

〒９６０－８００２ 福島市森合町６－３４ 

TEL ０２４－５３４－２５７４（担当者：髙橋 里子、國分 静香） 

教育相談支援室メールアドレス shien-gr@fcs.ed.jp 

ホームページ https://fukushima-sb.fcs.ed.jp                     

○次年度の拡大教科書の選定に向け、適切な文字サイズについて相談に応じます。（随時） 
 

スポーツの秋！視覚障がいスポーツ紹介 

 


